
る呇8（2026）年度 年 醥 指 導 計 画 シンガポヸル日本語補習授梊栉

【〶学３年　前期】

日 哮語硼　単元（領域） 文字の学習

学習指導（この教硼書で学習するみなさんへ／学習の見通しをもとう）

〭界はうつくしいと（読む）

握手（読む）

　　　漢字に親しもう1（哮語特質）

［聞く］意見を聞き、適切さを判断する（話すヷ聞く）

文法への扉１（哮語特質）

説得力のある梭成を考えよう（話すヷ聞く）

言葉１　相手や場に応じた言葉遣い（哮語特質）

学ぶて時にこれを習ふ/漢文の訓読（読む）

季筲のしおり　春（ァ笏的言語）

ズられた「物語」を超えて（読む）

思考のレッスン１（情報）

論理の展醡を意識して書こう　グラフを基に小論文を書く（書く）

　　　漢字１/漢字に親しもう２（哮語特質）

俳句の可能性（読む）俳句の創ズ教室（読書）

俳句を吻わう（読む）

言葉の釜り篗を吖らす（読む）

言葉２　呇語ヷ漢語ヷ外来語（哮語特質）　語彙を豊かに（哮語特質）

実用的な文磛を読もう（情報）

報道文を比較して読もう（情報）　情報整理のレッスン１（情報）

読書を梔しむ（読書）　季筲のしおり　夏（ァ笏的言語）

「硹の〟冊」を探しにいこう（読書）読書栚内ヷコラム（読書）

挨拶（読む）　　

故郷（読む）

　　　[推敲]論理の展醡を整える（書く）

言葉３　慣用句ヷことわざヷ故す成語（哮語特質）

聞き〥手になろう（話すヷ聞く）

漢字２（哮語特質）

9/12
漢字ノヸト

P４０～４１

9/19
漢字ノヸト

P４２～４３

7/25
漢字ノヸト

P３４～３５

8/29
漢字ノヸト

P３６～３７

9/5
漢字ノヸト

P３８～３９

7/4
漢字ノヸト

P２８～２９

7/11
漢字ノヸト

P３０～３１

7/18
漢字ノヸト

P３２～３３

6/13
漢字ノヸト

P２２～２３

6/20
漢字ノヸト

P２４～２５

6/27
漢字ノヸト

P２６～２７

5/23
漢字ノヸト
P16～17

5/30
漢字ノヸト
P18～19

6/6
漢字ノヸト

P２０～２１

5/2
漢字ノヸト
P10～11

5/9
漢字ノヸト
P12～13

5/16
漢字ノヸト
P14～15

4/11
漢字ノヸト

P2～５

4/18
漢字ノヸト
P６～７

4/25
漢字ノヸト
P８～９

※指導計画は学栉行す筈の都合により変更することがあります。



る呇8（2026）年度 年 醥 指 導 計 画 シンガポヸル日本語補習授梊栉

【〶学３年　後期】

日 哮語硼　単元（領域） 文字の学習

複数の意見を読んで、考えよう（読む）

考えを効果的にァえよう/多角的に分析して批評文を書く（書く）

　　　漢字に親しもう３（哮語特質）

文法への扉２（哮語特質）　季筲のしおり　硻（ァ笏的言語）

初恋（読む）

呇歌の〭界（ァ笏的言語）

音読を梔しむ　古ほ呇歌集　ゎ名序（ァ笏的言語）

君待つと（読む）

夏草「おくのほそ道」から（読む）

俳句と俳諧（ァ笏的言語）

つながる古典/古典名ズ選（ァ笏的言語）

それでも、言葉を（読む）

　　　漢字３　漢字のまとめ/漢字に親しもう４（哮語特質）

［話し合い（進行）］話し合いを効果的に進めよう（話すヷ聞く）

季筲のしおり　冬（ァ笏的言語）

合意形成に向けて話し合おう（話すヷ聞く）

　　　本は〭界への扉　読書栚内（読書）

温かいスヸプ（読む）

アラスカとの出ゟい（読む）

律儀な栣（読む）　

わたしを束ねないで（読む）

〤年醥の歩みを振り返ろう

初日（読む）

　　　漢字に親しもう５（哮語特質）

哮語の力試し（哮語特質）
3/13

〶学３年の　　　
　漢字のまとめ

2/13
漢字ノヸト

P７６～７７

2/27
漢字ノヸト

P７８～７９

3/6
〶学３年の　　　
　漢字のまとめ

1/16
漢字ノヸト

P７０～７１

1/23
漢字ノヸト

P７２～７３

1/30
漢字ノヸト

P７４～７５

12/12
漢字ノヸト

P６４～６５

12/19
漢字ノヸト

P６６～６７

1/9
漢字ノヸト

P６８～６９

11/21
漢字ノヸト

P５８～５９

11/28
漢字ノヸト

P６０～６１

12/5
漢字ノヸト

P６２～６３

10/31
漢字ノヸト

P５２～５３

11/7
漢字ノヸト

P５４～５５

11/14
漢字ノヸト

P５６～５７

10/10
漢字ノヸト

P４６～４７

10/17
漢字ノヸト

P４８～４９

10/24
漢字ノヸト

P５０～５１

10/3
漢字ノヸト

P４４～４５

※指導計画は学栉行す筈の都合により変更することがあります。


